
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
の
出
生
数
は
１
９
９
７
年
に
１
２
０
万
人
を

割
り
込
み
、
安
倍
政
権
下
の
２
０
１
６
年
に
１
０

０
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
９

０
万
人
を
も
割
り
込
み
、
２
０
２
２
年
上
半
期
の
出

生
数
は
３
８
万
４
９
４
２
人
と
な
り
、
前
年
同
期

比
▲
５
％
低
下
し
ま
し
た
。
今
年
の
出
生
数
は
お

そ
ら
く
８
０
万
人
あ
る
い
は
７
５
万
人
を
下
回
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
国
の
予
測
よ

り
も
十
年
ほ
ど
速
い
ペ
ー
ス
で
出
生
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
日
本
の
総
人
口
は
▲
６

３
万
人
減
少
で
し
た
。
鳥
取
県
や
島
根
県
が
な
く

な
る
ほ
ど
の
人
口
減
少
で
す
。
米
国
テ
ス
ラ
社
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
の「
将
来
、
日
本
は
消

滅
す
る
」
と
の
発
言
は
極
端
だ
と
し
て
も
、
急
激

な
人
口
減
少
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
明
治
時
代
初
期
の
日
本
の
人
口
は
８
千
万
人

ほ
ど
だ
し
、
ド
イ
ツ
の
人
口
も
８
千
万
ほ
ど
。
日
本

の
人
口
は
も
っ
と
減
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
見
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
つ
の
考
え
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
人
口
が
減
少

し
て
い
く
な
ら
ば
と
も
か
く
、
急
激
な
人
口
減

少
、
特
に
現
役
世
代
の
人
口
減
少
は
、
日
本
経

済
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
縮
小
（
個
人
消
費
の
減
少
）
、
社

会
保
障
の
負
担
増
加
、
財
政
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
拡
大
、
地
域

社
会
を
維
持
す
る
人
材
不

足
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
な
問
題
で
す
。
出
生

数
を1

0
0

万
人
目
標
と
し
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
時
で

す
。 

 

出
生
数
減
少
の
理
由
の
一
つ
に
家
庭
の
経

済
的
な
要
因
、
収
入
不
足
や
将
来
の
収
入
不

安
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
要

因
で
あ
れ
ば
、
い
ち
早
く
取
り
除
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
磐
田
市
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
「
龍
の
子
幼
稚
園
」
の
座
光
寺
明
理
事

長
は「
第
一
子

2
0
0

万
円
、
第
二
子

5
0
0

万

円
、
第
三
子
以
降1

0
0
0

万
円
の
支
給
を
す
べ

き
」
と
の
意
見
で
す
。4

兆
円
ほ
ど
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
へ
の
金

額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、O

E
C

D

諸
国
で
最

低
ラ
ン
ク
の
教
育
費
の
支
出
比
率
を
考
え
れ

ば
、
私
も
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
思
い
切
っ

た
支
援
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

座
光
寺
さ
ん
は「
男
性
は
出
産
前1

か
月
、
出

産
後

2

～3

か
月
の
育
児
休
業
を
付
与
」「
幼

稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校
の
保
護
者
参
加

行
事
を
特
別
有
給
と
し
て
付
与
」
し
、
実
行

し
た
企
業
に
国
か
ら
報
奨
金
を
支
給
す
る
制

度
を
設
け
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
座

光
寺
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
家
族
と
過
ご
し
た
思
い

出
の
多
い
人
は
、
結
婚
し
て
家
庭
と
子
供
を

持
ち
た
い
と
願
う
傾
向
が
強
く
、
そ
の
経
験
の

少
な
い
人
は
結
婚
や
子
育
て
に
消
極
的
な
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両
親
が

子
供
や
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
る
一
家
団
欒
の
経
験
が
必
要
だ
と
仰

っ
て
い
ま
す
。 

 

民
主
党
政
権
は「
子
供
手
当
て
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
児
童
手
当
の
大
幅
な
拡
充
と
い
う

見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
党
自
民

党
か
ら
は
「
バ
ラ
マ
キ
」
と
批
判
さ
れ
ま
し
た

が
、
自
民
党
政
権
で
も
児
童
手
当
は
減
額
さ

れ
た
も
の
の
現
在
で
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
野
党
時
代
の
主
張
を
も
と
に
す
れ
ば「
金

額
の
減
っ
た
バ
ラ
マ
キ
」
の
は
ず
で
す
が
、
こ
の
矛

盾
こ
そ
が
、
子
育
て
に
経
済
的
な
支
援
が
必

要
な
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
日
本
の
諸
問
題
の
根
本
で
あ
る
人
口
問

題
に
対
し
て
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
必

要
な
政
策
を
総
動
員
し
て
積
極
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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足
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
な
問
題
で
す
。「
出
生
数
１
０
０
万
人
」
を
目
標
と
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
時
で
す
。 

 

出
生
数
減
少
の
理
由
の
一
つ
に
家
計
の
経
済
的
な
要
因
、
収
入
不
足
や
将
来
の
収

入
不
安
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
要
因
で
あ
れ
ば
早
く
取
り
除
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
磐
田
市
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
龍
の
子
幼
稚
園
」
の
理
事

長
で
大
学
講
師
も
務
め
る
座
光
寺
明
先
生
は「
第
一
子
２
０
０
万
円
、
第
二
子
５
０

０
万
円
、
第
三
子
以
降
１
０
０
０
万
円
を
支
給
す
べ
き
」
と
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
４

兆
円
ほ
ど
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
へ
の
金
額
が
少
な
い
こ
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
で
最
低
ラ
ン
ク
の
教
育
費
の
支
出
比
率
を
考
え
れ
ば
、
緊
急
事
態
と
い
え
る
人
口

減
少
へ
の
対
策
に
思
い
切
っ
た
支
援
策
を
行
う
べ
き
で
す
。
ま
た
、
座
光
寺
さ
ん
は「
男

性
は
出
産
前
一
ヶ
月
、
出
産
後
二
～
三
ヶ
月
の
育
児
休
業
を
付
与
」「
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
中
学
校
の
保
護
者
参
加
行
事
を
特
別
有
給
と
し
て
付
与
」
し
、
実
行
し
た

企
業
に
国
か
ら
報
奨
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

座
光
寺
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
家
族
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
多
い
人
は
、
結
婚
し
て
家
庭
と

子
供
を
持
ち
た
い
と
願
う
傾
向
が
強
く
、
そ
の
経
験
の
少
な
い
人
は
結
婚
や
子
育
て
に

消
極
的
な
傾
向
に
な
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両
親
が
子
供
や
家
族
と
と
も
に
過

ご
す
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
一
家
団
欒
の
経
験
が
必
要
だ
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
主
党
政
権
は「
子
ど
も
手
当
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
児
童
手
当
の
大
幅
な
拡
充
と

い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
党
自
民
党
か
ら
は「
バ
ラ
マ
キ
」
と
批
判
さ

れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
政
権
で
も
児
童
手
当
は
減
額
さ
れ
た
も
の
の
現
在
で
も
継
続
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
の
野
党
時
代
の
主
張
を
も
と
に
す
れ
ば
、
児
童
手
当
も
「
金
額
の
減
っ

た
バ
ラ
マ
キ
」
の
は
ず
で
す
。
こ
の
矛
盾
こ
そ
が
、
子
育
て
に
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
こ

と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
日
本
の
諸
問
題
の
根
本
で
あ
る
人
口
問
題

に
対
し
て
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
必
要
な
政
策
を
総
動
員
し
て
積
極
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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人
口
減
少
対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
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